
緊急ニュースもリアルタイムでチェック！
日本のテレビを自由自在に海外で。

※スマホ・タブレット用アプリは有料（2015年5月現在1,099円～1,800円）。

　「せっかく行くのだから、海外ロングステイ中は、思いきって外国
語に触れ、現地ならではのカルチャーや自然を満喫したい」。昨今
は、そうしたアクティブなロングステイヤーが幅広い世代で増加。ス
テイ先も世界各国へと広がりを見せている。
一方で、体験者からは「海外滞在中、どうしても気になるのが日

本での出来事。特に最近は火山活動や地震関連のニュースが多
く、リアルタイムの情報が欲しい」といった声も聞こえてくる。
　もちろん、海外でもNHKや民放の番
組を観ることは可能。ただし、ごく限られ
た番組になり、日本にいる時のように、
好きな番組を好きなだけというわけには
いかないのが実情だ。
　そこで、ぜひ注目したいのが
Slingbox（スリングボックス）。インター
ネットを通じて、日本のテレビ番組をリ
アルタイムに転送するシステムである。
転送先は、パソコンのほか、タブレット
やスマホもOK（※）。パソコンを現地の
テレビに接続すれば、大画面での視聴
も可能とあって、話題を集めている。
　では、実際に使った感じはどのような
ものだろう。「マレーシアで日本のテレビ番組を見ようと思い、
Slingboxを購入してみました」というロングステイアドバイザーのA
さんに聞いた。
「画質は、日本の自宅でテストした時と変わりありませんでした。マ
レーシアに居ながら東京の自宅のレコーダーを操って好きな番組
をBSも含めて見られるなんて、魔法のようですね」。
　Slingboxを海外で使う際、重要となるのが現地のインターネット
環境。例えばタイの事情をバンコクサロン②のBさんに教えても
らった。「タイのネット環境は、日本流に考えると時代遅れ感があり
ますね。ただし、現在は10MBが主流なので、Slingboxは視聴可能

です。接続無制限のプランを選んでおくのがベターです」。タイの
場合「現地でインターネットを個人契約するのは基本的に直通回
線が必要」になるそうだが、大都市のサービスアパートやコンドミニ
アムでは当初から24時間つなぎ放題のネット環境が用意されてい
る物件も多い。ステイ先を選ぶ際、インターネット環境も含めて吟
味することをおすすめしたい。
　さて、どのようにすれば「魔法のような」テレビ環境が実現するの

だろう。まずはSlingboxを購入し、日本
の自宅のレコーダーとインターネットに接
続。次に、パソコンでSlingbox公式サイト
（www.slingbox.jp）にアクセスし、無料
の専用アプリをダウンロード。あとは、起
動したアプリの画面に従って本体を設
定するだけ。すると、パソコン画面に自宅
のレコーダーと同じリモコンが表示され、
パソコン上でチャンネル変更や録画再
生、録画予約などが簡単にできる。前述
のように、設定や視聴はスマホでも可能
（要専用アプリ）。機器の接続・設定が
面倒という人は、同公式サイトからの申
し込みで、日本全国で訪問による設置

サービス（一律15,000円）も利用可能だ。
Aさんも言うように、Slingboxの魅力のひとつが画質のよさ。パ

ソコンならフルHDに対応している。月々の使用料は無料だ。
　ベテランロングステイヤーでも感じることがあるという「海外生
活ならではのストレス」。日本語を聞いたり話したりする機会が少な
いことも、理由のひとつだとか。ニュースはもちろん、日本でいつも
見ているケーブルテレビ等のゴルフ中継や、お気に入りのドラマ、
国内外の有名スポーツ大会と、観たいテレビは意外と多いもの。
情報収集とストレス解消にぜひ取り入れてみたい。

※キャンペーンコードは季刊誌「LONGSTAY」の12ページ、
または季刊誌 に同梱のSlingboxのチラシをご覧ください。

www.slingbox.jp/rd/longstay-cp
http://www.slingbox.jp/LS

http://www.slingbox.jp/lp/osp2.html?utm_source=longstay&utm_medium=magazine&utm_campaign=longstay_15smr_pdf
http://www.slingbox.jp/cp/closed/longstay.html?utm_source=longstay&utm_medium=magazine&utm_campaign=longstay_15smr_pdf



